
国鉄の
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化区間延長､装備改善､貨物輸送力の増強等

の線に沿った各種車葡の発注により､相当な賑わいを見

せたが､国鉄を除いた私鉄､輸出等の部面に於てはやゝ

寂蓼の 0た

l
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あ,刀

然し国鉄に於けるEF58形電気機関車及びヂ←ゼル

気動車､鉱山関係の防 型ヂーゼル槻 重､或は六甲ケー

ブルの展望車､又ほ各種新タこ/ク草､特殊運搬車の採用

等々､各方面に於て従来のオーソドックスの型から脱し

て､新性能､新機軸に向いつゝある傾向が察知される｡

これは国内諸情勢が落付きから飛躍の時期に向ったも

ので､誠に喜ばしい次第である｡

来年度の専葡界は本年に比し更に

見せるであろう｡

かな技術的飛躍を

本年の成果を一段階として更に歩一歩､確実な向上の

歩みを期している｡

機 関 車

Locomotives

電気機関車

ElectricI.ocomotives

Eft58形電気機関重(日本国有鉄道納)

本機関車は国鉄の最新鋭旅客列車用として設計された

もので､従来のEF58形に比し重量を増大し列車暖房用

蒸気発生装置を備える等､攻記の如く設計変更を行った

劃斯的な優秀草である｡特に国鉄高崎線の 化等に伴い

冬期雪国に於ても使用可能なように考慮してあり､国鉄

輸送陣に一大偉力を加えたものと言い得る｡(第l図)

(1)従来の革端の出入台を止めて草体を長くし辛端

第1図 EF58 電 気 横 閑 車

Fig.1.EF58Electric Locomotive

鉄 道 車 輌

LOCOMOTIVES AND

ROLLING STOCKS

はi相南 車形とし､前面窓も従来より広くなったため運

転室内が非常に明るくなった｡

(2)運転室内計器盤の照明は間接照明として､機関

士の疲労を少くした｡

(3)従来蒸気暖房を行う場合には列車暖房用として

専用の暖房車を別に連結していたがこれを機関車内部に

新設された蒸気発生装置の使用により､特別な暖房専を

必要とせず､従って列車牽引軒数を増し得る｡

(4)積雪の多い地方向けには可動雪掻き装置を設け

てある｡これは運転室内に設けた操作弁によって雪除け

先端を引込め得るので如何なる車舗も支障なく連結出来

る｡又夏期ほその一部を取外し保管出来るようになって

いる｡

主なる仕様ほ下記の如くである｡

機関軍運転整備重量……
………‥113.5t

動輪上重量.‥‥

空尊重量.‥‥

電気方式.

機関革容量

主

‥.85.8t

‥.105.4t

……･直流1,500V

一時間定格出力‥....‥‥….1,950kW

一時間定格牽引力‥川………8,290kg

一時間定格速度…………‥68.1l(m/hr

電動 機

形 式…‥,…………MT42

一時間定格出力.‥.. ‖.….3251くW

箇 数.‥.
‥.6

最大運転速度‥‥･…‥川…….95km/br

動力伝達装置…………1段歯車減速釣掛式

歯 数 比....28:75=1:2.68

制御方式t‥･非重連3殿組合せ弱界磁制御

制御装置..‥

ブレーキ

磁空気単位スイッチ式

制御回路電圧 直流100V

置=‥EL14AS空気ブレーキ

ネジ式手ブレーキ

蒸気発生装置

使用圧力……‥.…10～131唱/cm2

蒸 発 量･…
‥‥..400-8001唱/hr

煩装置川‥..

水タソク容量..‥

燃料搭載量‥‥

煤式

..‥‥.6m3

…‥1,000J
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第2図 35tデーゼル電気機関車泡立図

デーゼル電気毒窺関茸(富士製鉄納)

欧米に於ては､最近の高 ヂ←ゼル機関の発達と､巧

妙な電気的動力伝達方式の確立によって､ヂrゼル竃気

機関ヰが､ 惜しい発展を云している｡ヂーゼル電気磯

関頭の特色は

(1)電気機関車に比べ､その運転にほ､発変電所､

車線等の設備を要しないから､比較的運転回数の少い

線区や､未だ電化されていない工場構内用その他産業用

機関専としては最適であり､一方米国の如き

区間を右する場合には

大な運転

化費が嵩むからヂ←ゼル

が有利である｡又電気機

れている｡

(2)蒸気機関単に較べ､

気

申と同様に雄引特性が優

時備佐十酎 間少く､人件費

も軽減されて稼動率が高く､燃料消責に無駄がないこと､

貯 場､給水設備等を要せざることとともに経折的であ

る｡文運転操作は容易であり､路線への衝撃も少なく､

煤煙等に煩わされない｡

(3)蓄 池機関弔に比べ､充

率高く､地上充

の心配がなくて稼動

設備を要しないことと､蓄電池の高価

なことゝ合せ考え経済的である｡

(4)機械式ヂーゼル機関車に比べ､

であり､

転操作が容易

度変化が円滑に行われて乗心地がよい｡特に

大型機罵庫の場合､機械式動力

となる｡ヂrゼル

なことほ､その用

気機関車は

置ほ複雑且つ困難

達して

を大ならしめてい

これ等の特長によって､ヂ←ゼル

括制御が可能

る｡

気機関車の使用が

盛んとなり､昨今内外からの引合も相当な数に上ってお

:●､

本邦車軸界に於ても､愈々ヂー∴ビル

が到来するものと予想せられる｡

日一立製作所に於てほ､

ものを製作し来ったが､

うな35tデーゼル

完 軍の時代

昭和初期より大中小各種型式の

今回再び新な構想の下に次のよ

iを完成した｡
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Fig.2.35t DieselElectric Locomotive

用

軌

運転

軸

劾

軍

台

仕

途‥‥.

間‥‥‥.

備時重量..‥‥‥

配

輪

体 形

津 形

置.

...入換用

…..1,n67mm

.35,000kg

...B★B

径‥..‥.
‥‥‥‥‥.‖.860mm

式‥‥….中央運転室塑 (単運転席)

式……‥スワソネックイコライザー付

固定枕梁式

全長×全巾×全高.=‥ト‥‥10,35Px2,500×3,150mm

固･定 軸距離…….……………‥ 2,200mm

心 皿 問 距 離…………………… 5,400mm

燃 料 油 量……..………………‥ 700J

ブレーキ装置……‥SM-3型空気ブレーキ及びネ

ヂ式手ブレrキ

制 御 置･････‥‥･……..磁束差動特励磁式

一時間定格速度……………………9.55Ⅰくm/加

一一時間定格率引力…………‥‖……….5,360kg

最小曲 半径‥‥‥..‥‥‥‥‥.‥‥‥‥.24m

ヂーゼル機関…･一‥.DMH-17A塑､水冷4サイク

ル､予燃焼室式､直列8気筒

軸罵力130HPx2台

(1,400r.p.m.)

主 発 電 機……‥連続迂路出力 70kWx2台

(250V,280A,1,400r.p皿.)

励 磁 機……‥連続遠路出力 0.6kWx2台

主

補 耕J発

蓄

(15V,40A,2,500r.p.m.)

動 機……‥一時間定格出力37kWx4台

(250V,168A,1,250r.pJn.)

機……‥連続謹格出力3kWx2台

(65V,46･2A,2,500r.p.m.)

池……‥VEKL-15塾

(330AH/5時間率)24セル
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本機関車は富士製鉄室蘭製鋼所入換作業用として設計

せられ､次の如き特長を有する｡

(1)動力伝達方式ほ日立独特の磁束差動特殊励磁方

式を採用し､その巧妙な方法は速度､負荷の変動に応じ

機関の過負荷を避けてその出力を常に有効に使用し得る

ようになっていること｡

(2)機関ほ 気的に4段の調速を行い､負荷に応じ

た出力を発生させるようになっているので

である｡

料が窪済的

(3)機関ほ蔀葡用として､数多くの実績のあるもの

を使用しているので､機関の信敵性が高いばかりでなく

部品の補充は容易である｡

〔4)機関は油圧低下二比び冷却7k温上
､危険な状

態になった際の電気的保安装置を有し､運転上の安全を

計っている｡

(5)各部に寒冷地向とLて種々の考慮がほらわれて

おり､機関冷却7kを用いた温水暖房器が設けてある｡

(6)機関､主発 機及びラヂェrタは防振ゴムを介

して取付けられ､その他の各種の設備も防振防音を考慮

して設計されている｡

(7)草体は､ ての機器が保守点検及び運転操作に

便なる如く配置せられており､軍体台枠は入換作業と主

機取付を考慮して頑丈に作らている｡

〔8)台車は､全熔接台枠を用い､バネ装置は振動を

少なくしてある｡又ブレーキ装置ほ簡便にして効率が高

い｡

30t電気機関室(関西電力納)

本機関車は丸山発 所建設用資材運搬用として同発電

所建設のために≠特に敷設した 用線に運転するため設計

製作されたもので主な特長ほ次の通りである｡

1.回路保護のた吟二段の減流遮断方式を採用してい

る｡

2.草体は十分な容積があり､運転､機器の点検が便

である｡

3.前後の端車体ほ側面と前面に扉があり､更に上面

には盲蓋があるので､機器の点検､取付け取外しが

容易である｡抵抗器室は床面側面上面に通風孔を備

え十分な冷却効果を考えてある｡吹雪の際にも雪の

侵入を防ぐよう鎧窓にほ防雪板を設けてある｢.

4.従来のこの級の機関車とは異り､台車には仮ばね

を使わずコイルばねのみを備え､

当なばね剛性凌選定したノ:

適も最に性特度

5.EI.-14A形空気ブレーキを装備し､長大編成の列

軍に対してもブレーキ作用は迅 確実である｡

6.簡単で動作確実な電気式速度計を装備しているっ

本機関車の仕様は次ぎの通りである｡

第3図 30t

Fig.3.30t

軌

年 輪 酉己

全 豪

申 体

台
革
動 輪

固 定 軸 距

仝 軸 主む

仕

間.‥‥.

置.‖..

電 気機関車

ElectricI_OCOmOtive

様

.1,067mm

‥.‥‥B-B

男‥.………………………30t

式‥‥...･‥‥中央年休形(両運転台)

式.‥.‥スワンネック形平衡染付板台枠

径……………………‥910Inm

離.‖.

離.‥

.2,100mm

…‥ 7,400mm

合長×全幅×合高….‖….10,850×2,740×4,100mm

(レール面よりパンタグラフ折

たゝみ高さ迄)

一時i聞定格 …….24.6km/hr

･時間定格牽引力……………………‥4,360kg

電 車 株

主 竃

制 御

7 レ ･-

圧‥.…………………直流600V

機‥.

式…‥.

‖‥‥.75kWx4

磁空気単位スイッチ式間接制

御､ノッチ数 直列9,並列7

キ方式……EI一･-14A形空気ブレーキ及び手

ブレーキ

第4図 6t電線紡車付電気機関車

Fig.4･6t CableReelI-OCOmOtive
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6t電線紡責付電気機関室(日鉄鉱業釜石鉱業所納)

薙機は坑内作 場に於て 車線設備の出 ないような

空間を制限せられた場所に適するもので､助 ∵の練導

端を電車線又ほ別箇の電源に接続することによって､線

のない区間に迄機関車を進めることが出来るので､坑内

作業に多大の便宜を与えている｡

備せられた 緑紡車ほ､その導線に機関車の

度に遮れず常に適当な圧力が加わるように[H来ている

ので､

概略仕

転は全く自動的に行われる｡

は攻の通りである｡

式…………….2軸端席キャブなし

輪 径‥‥‥.

…….762mm

…….660mm

固 定 軸 足巨離……………………1,150mm

全長×全巾×全高………… 4,400×1,388×950mm

電 車 線 圧‥.
.‥活況500V

一時間定格速度……‖…………….10.6km/hr

一一條針勘定格牽引力‥..……….‥....‥‥‥1,3801瑠
主 局

導 線

制 御

7 レ ■-

の

動 機‥‥.‥
…..20kWx2台

装 置…….･トロリ←ポール及び電線紡坪

(蛍株式)

さ……………………….150m

装 置.‥‥...円筒型直接制御若さ R

キ装置……..手プレ←キ及び非常用電気ブ

レーキ

器.
‥‥.‥..‥.-.ピソリンク式

距 高 価)

第5図 6t電線紡車付電気機関阜紡車特性曲繚

Fig.5.Characteristic Curve of Reelfor 6t

Cable-ReelLoco,mOtive

蒸気機関車

SteamI.0(:OmOtives

25t B型タンク機関重

戦後南方向輸出小型機閲車の第一一陣として比島セブ､

ポートランド､セメント会社に納入された本機は輸出品

として第1級の設計工作を施している事は言うに及ばず

特にポイフ←ほA.S.M.E.兢格により 密入念に製作さ

れ､叉先方指定のこの種機関車としては過小と考えられ

る軸剛l礪軽をもちながら､よく走行の不安定を克服し得

たものである｡

本機の主な仕様は次の通りである｡

軌 問‥‥.
.‥‥1,067mm

シリ ン ダ
r(直径×行稚)……‥330×550皿m

水タ■ソク容

石 炭 陣 容

_l∃一

_鼠･･･‥･･･

量.

全長×全巾×全高...‥‥

転整備時重

空 車 時 墓

地 常 用 圧

火 差 面

動 輪 直

最 大 牽 引

ブレ ー キ

点 灯 装

_I;∃_

_圭2▲･‥

lI.

王巨.… …J

力…

‥2.8Ⅰが

‥._‥.‥‥1.0工nS

7,180×2,600×3,225mm

.25.9t

20.1t

.13.0Ⅰ唱/C皿2
積………………………0.9m2

径..‥.

力‥.

.‥1,000mm

‥‥..6,020kg

置‥.‥‥‥
…‥.蒸気及び手ブレーキ

㌍.
..タ←ポ発電機式′

第6図 比島向25t B型タンク機関車

Fig.6.25t O-4-OSaturatedSteamTank

Locomotive for the Philippines

第7図 C12型過熱 タ ンク 機関∴車

Fig.7.Type C12SuperheatedSteam Tank

Locomotive
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C-12型過熱タンク弓幾関重

戦後日本炭鉱遠賀鉱業所に第2号機として納入した本

楼は国鉄入換用機関軍として設計されたものであるが､

膏由毒が軽いため､炭礪向としても最適のもので第1号磯

(昭和24年10月納入)と仕様ほ全く同じであるが､襲

作技術の進歩と共に出来栄えも向上し､今後も各方面か

らの受注を大いに期待し得るものである｡

その主なる仕様は次の通りである｡

軌 間.
.1,067mm

シ り こ/タF r(直径×行程)……‥400×610mm

水タソク容

石 炭 産 容

量.
j≡L

里･･t･

‥‥‥5.5m3

………….1.5m3

全長×全巾×全高……….11,350×2,83〕×3,900mIn

運転整備時重量……‖……….……….50.05t

空 率 時 重 量.‥‥‥
‥‥39.54t

液 常 用 庄'力‖‥.

火 床 面 積‥

141唱/cm2

‥.1.3m2

動 輪 直 径‥.…………………1,400mm

最 大 挙 引 力..
….8,300kg

ブレーキ装置…………‥空気及び手動ブレーキ

デ ー ゼ ル機 関 車

DieselLocomotives

召立標準DHR-20C-42型20tデーゼル機関室

私鉄､土木､工場構内等に於ける機関車輸送の経費低

下を目的として､ヂーゼル化の気運が高まり､具体化が

進んで来た｡ヂーゼル化すれば､蒸気機関車による場合

･に比し､運転費は1/4以下で済み､年間経費の節約は大

きな額になることほ実績からも明瞭であり､燃料事情の

改善と共にこの事実が逐次

れる｡

められて来た証左と考えら

建設省に於ても軍部のヂーゼル化に乗り出し､20t級

ヂrゼル機関革(試作機)1禰を日立製作所に発注され､

納入した外､昭和27年度分として更に3禰を納入した｡

弟8図ほその外観を示す｡

本機ほ､空気プレ←キを有し､焼付を起さない主クラ

ッチ及び日立式の常時噛合式歯車伝動装置を装備してあ

る｡そのため､エソヂソの据付高さが頃合となり､シリソ

ダー体下方のクランクシャフト点検窓が台枠にかくれて

点検が出来ないというような心配もない｡叉クラッチの

操作を巻くするため空気操作としてあり､逆転操作も空

気操作となっている｡最終駆勤まロッド駆動で､軸重の

関係で3軸の車輪を駆動している｡エソヂソは互換性を

考慮し､プルトーザ⊥用の三菱日本重工･川崎製作所其

のDE型を軌､ている｡その外保守､運転に便利な､或

は性能上等種々の特長を有している｡

第35巻 第1号

第8図 日 立標準 DMR-20C-40 型20t

ヂー ゼ/レ機関車

Fig.8.Hitachi20t DieselI.ocomotive,Type

DMR-20C-42

第9図 日 立ⅩDMC--6Ⅰ主-Ⅰ型6t防爆型

デー ゼ ル機関車(試作機)

Fig.9.Hitach 6t Explosion-Proof Diesel

Locomotive(Type XDMC-6B｣)

本機の主なる仕様ほ次の如くである｡

式･‥‥‥･日立標準DMR一-20C一隻2型

間‥.‥‥ 1,り67mm

輪 配 置･･･
.-,C(0-6rO)型

運転整備重量...
.‥‥21t

全長×全巾×全高‥‥...‥5,70りX2,200×3,P25mm

寺由 足巨 離…………………… 2,400mIn

年 輪 直 径... 860工nm

速度及び牽引力……..4.∩-8.7-14.6-23.21くm/br

(最大30km/hr)

6,290--1,300-2,570-1,620kg

エ ソ ヂ ソ……‥三菱日本電工･川崎蟄DE塾

シリ ソ オ
ー(数一径×行程)….6-150×200mm

標 準 出 力‥･‥‥‥…..‥174HP/1,000r.p.m.

最 大 出 力…………….210HP/1,300r.p.m.

日立ⅩDM二C-6B-Ⅰ型6t防爆塾デーゼル機関室

炭坑方面に於ても､昭和26年頃より坑内運搬をヂーゼ

ル化することにより､合理化せんとする気運が具体的に

現われて た｡独乙その他に於ける坑内用防爆塾ヂーゼ
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第10図

Fig.10.

ル機関車の

防三捉型デーゼル礫閑串試験洞室
Testing Cellfor Explosion･Proof Diesel

T.ocっTnOtive

史は古いが､日本でほ始めてのことで､優

秀な国産機の出現が各方面から強く要望され､日立製作

所に於てほ､昭和26年9月に三菱鉱業より 6t機2葡､

東輩鉱業より 作注文を受けた｡その後実験研究

と試作を会社技術陣を動員して践力に進め､昭和27年3

3月末にほ正式国家検定 鮫を受け､関係官も｢日立製

作所がここまでやっているとは思わなかった｡何もいう

ことはない｡極めて満足な結媒であった｣という こと

で､日本最初の国家検定に合格の上納入した｡第9図ほ

検定に合格した試作機を示す｡

この検定

つの厳密な

験に用いた 置は､日立独当寺の日本に唯一一

旅装置で､完成機関申をあらゆる負荷状態

に於て安全性等の防爆試験は勿論､機関耳としての性能

試験も便利に

この

もので､完成機関申ほ-一一機毎に

置により完全な試験を行った上納入される｡第10

図は試験洞室内に搬入した状態を示す｡

試作機完成に引続き､多くの改良を加えた量産機が続

分割式コア

告E気胆1翌‡色

連結葺

統完成し､三菱鉱業へ2禰(軌間610mm),雄別炭鉱

へ7潮(軌問560,610及び762mI□),朝日炭轟へ2

葡(軌聞610皿皿)等の6t機を納入した｡

本機の主なる仕様は次の如くである｡

塾

車 輪 配

運転整備重

式……‥‖日立標 ⅩDMC-6B･-Ⅰ塾

置…‥.……………･B(0-4-0)塾

量….･………‥.……‥･…･6･5t

全長×全巾×全高…………3,400×1,100×1,500皿m

(軌問762mmは幅1,器Omm)

軸 距 離‥..………………‥1,050皿m

専 輪 直 径……………………‥510mm

速度及び牽引力…………2･7-5･0-乱2-13km/br

2,130-1,390-840-530kg

ェ ソ ヂ ソ..‥‥‥...‥‖…….21DL防爆塾

シリ こ/タ｢-(数一往×行程)….2-140×200mm

定 格 出 力………………30HP/850r･pJn･

始 動 方 式…………………‥･圧縮空気式

防 爆 諸 装 置‥..吸気及び排気フレームアレスター

排ガス冷却用7k噴射装置､排気処

埋箱､ 料及び空気自動遮断装置

ブ レ` ■一

キ.‥.空気ブレーキ及び手ブレーキ

第11図ほ本機の外形図を示す｡

電 革

Eleetric Cars

郊 外 電 車
Subnrban Car

日立技術の粋を集めて

及び10002号電車は特殊永

作した､ l 鉄10001

壬の編成年商であらゆる

点で新しい構想と桜木町事件以来の専斬防火対策に

新しい地方鉄道建設規程改正案とを骨子として設計製作

し､更に日立製作所独特の発電制動及び 磁直通空気ブ

レ←キとを取付た軍報で卑師界注目の的となっている｡

吸気プレ~ムアレスター

｢-~】′一エーン･乙プ土工酢タンク元璽瑚空気槽 言偲転

司

F■l拡烈装置

/益金
電凱ノト

逆転レノト
炭酸ガス消火寒
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第11図 日 立ⅩDMC--6B-･Ⅰ型6t防爆型デー ゼル機関率寸法図
F王g.11.Dimensions of Hitachi6t Explosion-Proof DieselI-OCOmOtive,Type XDMC-6B-Ⅰ
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第12図

Fig.12.

月l年82

如茎'蓄紬蔓′違蔓誓緋灘細.コ

立

高松琴平電鉄翻特殊連結電動車及び制御車

SpecialPermanent Coupling Motor and

Controlling Car

この特殊永久連結

中主なるものほ

動軍及び制御車の多々ある特長の

1.車体は車載防火対策に依る､新しい地方鉄道建設

規程を基にして設計し､防火には勿論､非常の際の

処置に対しても十分対処出 得るように非常ブザー

装置及び出人口扉の開閉等に考慮が払われている∴

2.橋梁等の関係で電動率と制御車との車体重量を殆

ど同一とし､草舗の粘着重量を大きくするために電

動機は各年葡の台車に1台宛取付け､電動車にほ制

御装置と抵抗箸詰を､制御率にほ電動空気圧縮機と

勃発 機とを取付けて､電動軍と制御車とを密着連

結器に依り永久連結李朝とした｡

3･1,500V区間と600V区間を転路開閉器及び転換鞘

閉器の操作に依り簡単に切換運転出来るようにLた二

4･制動 置は発 制動装置､空気ブレーキ､手プレ

ーキの三種項を設け､発 制動と空気ブレーキとは

同一ハンドルで操作出来る｡日立独特の電磁直通空

評 論 第1号

気ブレーキ装置が取付けてあり制動筒は各台申に各

1箇宛取付けてユニットブレーキ式とし､カム式吊

リソクを取付けて防振効果を大きくした｡

事体の外形は第12図のようで 効率も制御革も外形構

造共殆ど同様で床下機器寵置及び運転室機器配置の一部

が異るだけである｡

車輌の一般仕様は次の通りである｡

形 式……半銅 二舗ボギr特殊永久連結

動車及び制御申

編 成………………‥M.T.永久連結

全長×全巾×全高‥.
.17,800×2,951×4,125¶nrn

員t…‥120人(座席52人､

貢.

問.

動申 34t

制御申 33t

立席68人)

(10001号)

〔10002号)

1,435mm

ボギー中心距離…………….‥.‥‥.12,000mIn

ボギー固定足巨離…………………… 2,200Ⅱ1m

革 輪 直 径‥.
‖.860mm

軌道最少半径‥‥‥.
…….120m

軌道最急勾配..

フO Lノ

‥‥‥25‰
気 方 式……….D.C.1,500V及び600V

電 方 式……‥.‥‥‥.‥‥‥パンクグラフ

動 機.

御 方 式‥
.115kWx4(於750V)
り御方式(多段式電動機駆

動力ム軸式制御装置)

-キ方式‥….電気ブレーキ(空気ブレーキと

同一一ハンドル操作二)空気ブレー

キ(モハAMM-R,クハACM

-R)及び手プレ←キ

閉 方

格 遁

式……….自動開閉式(TK-4Cイナ)

度･‥‥‥‥‥.58lくm./hr(於1,500V)

第13図 電磁直通式空気プレr:キ装置図解(弛め位置〕

Fig･13･Schematic Diagram
of ElectroTPneumatic Straight Air

BrakeApparatus(Release Position〕

第14国 電 磁 直 通 _上ヽ

プ十

Fig.14.Electro-Magnetic

Direct Valve
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市 内 電 車

Tram-Cars

昭和27年度に製作した市内電車ほ､大阪市電 2000

塑と土佐電鉄200塑l電 で､主要寸法及び仕様の大要は

昭和26年及び昭和25年度納めのものと略同様である｡

大阪市電2000埜竃華の主要仕

間‥‥.

は下記の通りである｡

‥‥‥.‥1,435Inm

員……70人(掩席28人立席42人〕

全長×全巾×全高……….12,180×2,440×3,250mm

自 重……………………….16.5t

プレ
←キ装置…………‥SM-3 空気ブレーキ

制 御 装 置……………………‥直接制御

電 動 機…‥‥‥‥‥.D.C.600V,50HPx2

この 中は第15図に示されるように､大都市向中型中

として最も適当なもので､H入口は進行方向に対して左

側の前端及び中央梢後方寄の2箇所とこれと対角線の位

置に取付けて､中央引戸は TK-3型戸閉機操作とL､

時に中央出入口ほ巾を広くして､乗客の便を計り運転の

迅速化を計ってある｡27年度の大阪市

審査会に於て同種の竃軍を

て好

土佐

を博したものである｡

に於ける出来栄

作Lた5社中第1位を占汐〕

鉄20り型の主要仕様ほ下記の通りである｡

間‥.‥
‥1,067mm

員……80人〔座席26人､立席54人〕

×全巾×仝高……･‥.11,600×2,217×3,277工nn

プレ
←キ装置…………….SM-3空気ブレーキ

及び 手ブレrキ

制 御 装 置…………･･‥‥.‥.立直按制御

電 動 機………… D.C.600V,381{Wx2

この 弔ほ第1`図に見られるように､中型電車の標

準型であって､その形状寸法は東京都竃6000型と殆ど

同様である｡輸送力の増強のたぜ)

を増加し､草体外部の

席を少なくして立席

分けを窓下をグリーソとし窓上

をクリrムにして､頚体正面は最近流行の湘南信雄のよ

うにした｡台車はKf主D-12型を用い､カム式吊リンク置

を取付けて､防振効果を大きくし､粟｣L､地を良くした〔

書 革

Passeれger Cars

鋼製二軸ボギ 等重〔スハ43_)

昭和25年度より国鉄最新標準型として登場し､今回

製作のものは4度目の発注になるものであるが､嶺但t設

計に改良が加えられ戦前の三等軍に較べれば､格段の設

備と優秀を誇っている｡.

第15図 大阪市電納電車

Fig.15.Tram-Car for Osaka City

第16図 土佐電鉄納一電車

Fig.16.Tram-Car for Tosa Railway

27年度の主な改良点をあげれば次の通りである｡

1.床は全面にリノリウムを敷き､又窓の煙止めを改

良して外部と完全に遮断し､室内の防塵に留意して

●
､

り
前回までほ室l~勺の清浄化を目的に各腰掛の下に､

くず篭を取付けたが､これは夏期内部で腐敗して悪

臭を放つ恐れがあるのでこれを廃めて､洗面所にア

ルミ製の大きなくず篭を1箇設けた｡

3･網棚は無結網を日]い荷物の損傷や網のほつれを､

防_LF_すると共に外観を優 にしている｡

4.客室の両妻の引戸には自動戸閉機を設亡す､冬期乗

客が開放のままⅢ入してもl二Ⅰ重旭勺に閉るようにして

ある｡

5･腰掛の通路側に設けてある枕を40m皿高く改良

して頭のすわりをよくL､肘鱗のl~日掛こは乗客の便

を計りビール､サイダー等の栓抜きが取付けてある｡

6･便所及び洗面所内

∴∴

の金具類は全て周囲の色と同

をほどこし､取付は十ネジをf恥､､手洗

弁等にほカバーを設けて盗 予防がしてある｡

7･洗面所にほ飲料水タンクを設け且つ洗面器下部に

機㍍キセを取付けて外観を優実にしてある｡
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第17囲

Fig.17.

ス
ノ､43型 等客車

Type SUHA43Third Class

Passenger Car forJ.N.R.

第18囲

Fig.18.

オ
ノ､61型 等客車

Type OHA 61Third Class

Passenger Car forJ.N.R.

乱 天井及び屋根裏には全て防火塗料を用い電車区聞

走行時のトロり{線切断による火災を銑止してある

9･天井灯は､従来､終夜､半夜の二段であったもの

を､これを直列に接続する回路を設け､減光を行い

得る三段スイッチにして乗客の睡眠に便なるように

してある｡

10･同時点滅器の構造を変更して､編成中の一専を他

車に無関係に点滅し得るようにしてある｡

1l.運転時に発

するために､

る｡

機の､停車時に蓄 .∴演を流

測定用スイッチ箱をJ末下に取付けてあ

鋼体化二軸ボギー≡等重(オハ61)

国鉄では 災と老朽化のため戦後多量の新車を補充し

たのであるが､毎年増大して行く輸送量に追付けず､未

だにロrカル線では大部分が老朽の木製軍をそのまま使

用しているのが現状である｡これ等を全て新車に置き変

えることほ予算の関係で､難Lいのでこれの台枠､連結

器､プレrキ､台革､その他2･3種の部品を再用して､

銅製草に改造したのがこの革である｡27年度に発注され

たのは､オハ61,オハニ1ニ61,オハユニ62,スハニ61.

スハニ 62の5形式でこの内日立製作所ではオハ61を

20葡受注した｡本草は上廻りほ完全な新車といつても

よい程であり､下廻りは修繕車と考えられる中間的なも

ので､ ハ形ほ車体の長さ巾共に銅製耳目こ比レJ､

さいのであるが､これは台枠を縦横に切継ぎすることに

よって､新車と同寸法に製作されている｡

第35巻 第1号

貨 革

Freight Cars

国墨笑納トキ150¢0形=軸ボギー無蓋重

昭和23年一次二次合計47∂諏の大量を受注し､当時

国鉄緒貨の一手如こ貢献したことば未だ記憶に新しい｡今

回ほ第三次として105葡を受注しノた､前回のときと､主

こ相違する点ほ現場の意見を取入れ修理及び保守に重点.

を置かれ改造された｡即ち制輪子の磨耗に依る 整を台･

軍の近くで行い､魚腹型｢†-1梁の~Fに潜る必要をなくし､

文庫版の敬啓えを便なるよう､床板抑えを更に2分して

小さくしてある.｡

国鉄納セキ3000形全鋼製=軸ボギー石炭重

石択専ほ前記セムと共に､日立製作所の御家芸であつ･

て前年に引続き製作したが､変更箇所は扉の上下の枠材-

を一段強いものにしたことである｡その理由ほ北海道で

佐一~l~Jする場合石炭が 氷着し､鶴弊等で叩くのでクテ

ックが入るからである｡

国鉄納ワム23000形=軸有蓋喜

階和26年度に引続き27年度は､26年度の追加発注と

合せ60朝を製作した｡その構造､仕様ほ全て前年度と_

全く同様である｡

国鉄紳セム8000形金銅製=軸石炭董

炭箱の形状及び､熔接箇所等を変更して在来車の欠点_

であった局部腐蝕に意を注いだ事及び､炭箱の磨 した

第19園

Fig.19.

ト キ15000型二軸ボギー無蓋車

8･Wheeled35t Gondola Car forJ.N.R

第20図

Fig.20.

セ キ 3000型二軸ボギー石炭車

8-Wheeled30tCoalHopperCarforJ.N.R..



昭和 27 年慶に澱ける 日立技術の成果 293

ワ ム23000型二軸有蓋串

4-Whee!ed15t Box Car forJ.N.R.

第21図

Fig.21.

第22図

Fig.22.

セ ム 8000型二軸石炭車

4-Wheeled15t CoalHopper Car

forJ.N.R.

場合台枠､~F廻り部品を生かして取替え得るように､択

精に互換性を持たせた｡この点が変更の要点であるが､

後者は日立製作所のみが誇り得る特 である｡即ち炭箱

治具それらを組合せる全体治具を日立

独得の方法で使用し尿箱に互換性を持たせてあるから､

単にポ←ルト及びリーマーポ←ルトの締めかえのみで取

替えが出来る｡

タ ン ク 重

化学工業の目覚しい発展にともない､各種液体の大量

輸送が計画され､日立製作所に於ては､この要求により

独得の技術と､多年の研究により､各種タソク茸を完成

した｡中でも高圧ガス取締法による液体塩素タンク革を

完成し､塩素輸送に一大飛躍をもたらせた｡

このタンクほ最大使用圧力13kg/cm2,耐圧試験及び

気密試験圧力はそれぞれ､251瑠/cm2及び15kg/Cm2の

高圧容器であり､日立の優秀な熔接技術と高圧ボイラー

の製作技術の粋を集めて製作されたものである｡倍タン

クは100皿mのコルク層による保冷がなされてある｡

この1カ年間に日立製作所にて完成されたタンク専は

次表の如くである｡

第23図 30t積濃硫酸 タ ンク 車

Fig.23.30t Tank Car for Concentrated

Sulphuric Acid Transportation

,.第24図15t
樟ガソリ

Fig.24.15t Tank Car

Transportation

ン タ ンク車

for Gasoline

名 称 納 入 先

苛性ソrダタンク車

15t横二硫化炭素タンク車

15t積メタノー∵ル′タ∵ンク車

30t積濃硫酸タンク車

30t積希硫酸タンク車

15t積ガソリン タンク車

15t積液体塩素タンク車

15t横塩酸 タ ンク 車

30t積苛性ソーダタンク車

15t積苛性ソ←ダタンク車

日本レーヨン

日本レーヨン

日 新 化学

日 東 硫 黄

東 邦 亜 鉛

日 本 石 油

東 洋 酋
日

味 の 素

曹

徳 山

-
.

:ご
上ヨ El

特 殊 車 輌

SpecialCars

60人乗11m連結用ケーブルカー展望章

六甲越有馬鉄道の要望に依り､乗客人員の増加に伴い､

輸送能力増強のため日本でほ最初で､世動こも余りその

例を見ないケ㍉-ブルカーの連結運転を実施した｡

在来の六甲ケ㍉-ブルカーの制動装置ほ油圧式(セレヅ

チタンファニー)でこれに連結 転を行うためにそれぞ

れ動作弁と空気抜弁とを取付けて､

1.主菜が切断し又は弛んだ時｡

2･いづれの茸細からでも非常制動を掛けた時｡

3.連結装置が切断した時｡
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第2車輔 弟/室頭

空 気 油槽

三乗

空 気

元
=油 う

此間
動作弁 宗0 羊ブレーキ引網

制
動
靴

空気接辞○

ハル丁
シリンクーー雪

パルプ
擢

シルク｣
空

J▲lJl

準 整._､■-｣1山葉Q篭
C

ス ら
t

励勒簡 軌條
制動筒 制動間

第25図 連結 転ケーブルカー油圧式制動連結装置

Fig.25.PressureOilTypeBraking EquipmentforCoupled Cable-Car

のいづれの場合に於ても同時に両方の専執こ制動が掛り

得る構造とした｡制動装置は第25図参照のこと｡

専輔の一般仕様ほ下記の通りである｡

定 員.‥‥.60人(座席32人､立席28人〕

全長×全巾×全高………･11,728×2,52nx3,362mm

自 重‥‖…………‥7･5t(山側華9t)

連結器の高さ 550mm

制動機の種類……油圧式(セレッチタンファニー

型)自動制動機､手用非常制動

機､手用制動機､空気連動制動機

連結器の種類…‥一永久連結式(ピソロッド及び鎖)

鋼 索 42mm

灯 の 箇 数……室内灯100V 40WlO箇

(チニL･-プラソプ)

前照灯100VlOOW l箇

尾 灯100V 40W 2箇

･運 転 速 度･…………………･-10･8km/br

又連結専禰は実に軽快なオープソカr式とし､屋根に

ほ開閉自在の背赤白の3色に色分けした幌を取付け､車

体側方にほ真鉄管及び打抜着色アルマイト板を取付け､

片側4箇の関戸を設けた｡第2咽に見られるようなスマ

rトなもので草体下方の一端には運転室を設け､これに

第26図 六甲越有馬鉄道の連結用展望車ケーブルカー

Fig.26.Coupled Observation Cable-Car

各僅の運転に必要な機器を耳更付け､室内灯にはチューブ

ラソプを掃いた｡専禰と軍部との連結にほ連結ピソに応

力の掛らぬものとし､而も自由に左右､上下に動き得る｡

ピソロッド式の外に補助鎖を使用した｡

木蓮結展望車ケーブルカーの工場内制動 験結果で得

られたオッシログラムの一例を第27図に示す｡

中山製鋼納電動鉱石秤量葺

この申は高炉作業の性質上昼夜の別なく少しの運休も

許されず､従って僅かな故障も大問題となるので設計袈

第27図

Fig.27.

オ ッ シ ロ グラ フ に依る 工場内試験結果

Braking Figure by Oscillographin the Factory
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第28図12t 電 動 鉱 石 秤 量 車

Fig.28.Capacity12t Motor･drivenOre Scale Car

作共に､豊富なる経験が必要である｡運車 にほ秤の指

元計､ホヅパー開閉用四方弁､ゲート開閉四方弁､制御

器､ブレーキ弁､各種開閉器､各種指示計等､運転操

作に必要なる一切の機器を取付け､1人の運転手でも､

且容易に操作し得る｡ホッパ←には特許1件､実用

新案2件を申請中の揺動装置を設け､雨後等で粘度の増

した鉱石も完全容易に排出されるようになっている｡圧

縮機の吸入側にはサ1'グロソフィルタ及び日立製作所川

崎工場で苦心された､改良型フィルタを二重に取付けて

ある｡

台車は既設のレールに曲線がある事と予備車との入替

を容易にする為に､ポギ←車を使用した｡筒専輪にほ

′栗毛量の抄いマンガン
鋼を用いた｡

この革の主要要目は次の通りである｡

気 方 式…………‥ 交流220V60･も3¢

軌条中心足巨雑……….…‥.……‥1,500mm

ホ ッ パr容積.………..‥‥‥‥.‥.‥‥6.5m3

秤量器= ;型式.‥‥‥ ‥.自動指示式
目盛‥‥‥‥‥指示板201くg4mm目盛

･走行用電動機‥......‥‥‥‥
20kW TO-DR60

動力伝達方式…..‥ 申式

走 行 速 度……………..…….120m/min

ホッパーゲート開閉月ト……････‥‥圧縮空気操作式

プ レ ←

キ･…………･….‥同 上

空 気 圧 縮 機･….
.VSSっ-ARC

富士製鉄釜石納電動毒広石秤量重

前記12tと略同様であるが､大きな柏述点は､昭和

13年日立製作所が納入した13t秤量革の運転している

場所へこの18仁革を入れるのであるからホッパ←を2箇

にした事である｡従ってホッパrドア開閉用シリンダ､

ゲ←ト開閉用シリンダを各2筒宛設けた｡既納竃随ブレ

ーキより動作がより確実である押上機を使用した｡減速

歯車を3段とし､1段及び2段を鋳鉄製歯車箱に収め､球

軸受を使用した｡歯画及び軸受への 油ほ歯中箱底部油

糟より､半永久日動的に行う｡3段ほ車輪軸に固定し､
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第29図18t 電動鉱石秤量車

Fig.29.Motor-driven18t Ore Scale Car

回転数が低いので鋼板製歯中箱に収めグリース給油とし

た｡運転室機器の内ⅥrF-3S200A3極 磁接触器､3

極単投刃型開閉器､250V200A筒型可熔器等を共同保

護盤の内に入れ保守を容易にした｡

秤量機ほ守谷製衡所の絶大なる御努力によって､動作

確実なる自動記録装置を取付けた｡

この年の主要要目は次の通りである｡

気 方 式…‥,.
‥.交流220V60凸ウ

3¢

軌条中｣[J距離.

固 定 軸 昆巨離.

ホ ッ パー容積.

秤量器 型式‥.

記

走行用

走 行

ホヅノ

ブ

空

ヽ･-････

気

骸

…… 2,000mm

‥3,175mIn(3軸)

‥.....‥12m3

‥‥日動指示式
目 盛………………………･501(g

装置. ‥ 50kg

動機.‥‥‥…‥....20kW TO-DR60

速 度………………‥.‥.75m/min

ゲート開閉………………圧縮空気操作式

ー キ‥‥‥.

圧 縮 機.

炭 消 火 重

‥‥..‥押上機

..VSS2-ARC

製鉄事業に不可欠な=---クスの製造合理イヒの一翼とし

て､骸炭消火草を使用する消火の機械化が盛に計画され

第30図10t稜骸炭消火革

Fig.30.10t Coke Quenching Car
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て来た｡この骸鉛微ノく革について､多年の経験を有する

日立製作所ほ､大阪ガス納の10t消火華を完成した｡

その主要要目は次ぎの如くである｡

塾

軌

荷

自

式‥･ 子瀾

問……………………1,067m皿

‥10t

‥ 40t

全長×全巾×全高… ‥1,400×3,800×5,156工nm

ボギー中心足巨健.‥ ‥… 9,240Inm

扉 開 閉 装置‥‥
‥･･‥‥‥･･･圧縮空気及び手動

1.25m3片側転倒武運搬主

菜洋紡績納片側転倒式運搬車が5葡完成した｡この事

はトンネル及び坑道内での掘馨工事に使用可能な如く､

設計製作されている｡即ち全銅製であり外形寸法に対し

最大積載量を有する方形とされている｡文士砂石炭等を

満載した場合でも､優に1人の手で操作可能な如く､重

心移動が巧みに採用されている｡勿論側戸はリンク機構

により自動的に開閉される如く設計製作されている｡

主 要 寸 法

軌 問‥‥･

容 積‥‥‥･･‥‥

610Inm

l.25m3

全長×全巾×全高……….‥2,474×1,004×1,230mm

傾 斜 角…………t‥･ ‥ 450

グ ラ ン ピ型運搬董

炭轟或は鉱山用として､2m3のグランピ型ダンプカー

10細が完成した｡草体にとりつけたガン78ロ←ラが､

積載物排出場所に設けられたダンプブロックに案内され

て､事体を480転倒さすと共に､リンク機構により蹴り

出しを行うよう設計されている｡

この運魂蔓草を数滴連結で運搬すれば､全く自重柏勺に且

つ連続的に積載物を排出することが可能となり､能率増

進と企業の合理化が期待出来る｡

その主要寸法は次の通りである｡

軌 問‥･･ ‥ 610mm

容 積….
‥.2.Om3

全長×全巾×全高……….3,210×1,425×1,320皿m

革

Car Trucks

電車用台車

Trueks for Electric Cars

昭和27年度に於て日立台専ほ特許カム式吊りリンク

を全面的に採用し､電事の左石振動特性を著しく改善し

て使用者側より絶大な賞讃を得た｡

このカム式吊りリンクは第33囲及び第34図に示すよ

第31図1.25m3片側転倒式運

Fig.31.1.25m3Single SidedDump

搬車

WagoIl

第32区【:グ ラ ン ピ型運搬車

Fig.32･Granby TypeI)ump Wagon

うな形状をなし､従来のリンクと殆ど変っておらないが･

特殊カムの使用に依りスペースをとらずに吊りリンクの･

有効長を任意に延ばす事が出来るので､左右振動加速度

を有効に緩和し非常にやわらかい乗心地を与える｡本装-

置は昨年度の横浜市 台車以来既に120台に及ぶ台孝に

装置され､その実置から見て左石振動速度を従来蕃の約,

30～50%低下させる事ほ容易である｡

借景近の台車の傾向として

1.台専枠は一体鋳鋼に､

2.バネは板バネを止めて全部コイルバネに､

3.オイルダンパで振動の減衰を計る､

という方向に進みつゝあるので､この種台事としてKBD}

13型台車を製作して大阪市電に納入し､更に防振台尊と

して先に横浜市電用として試作したKL2b型防振台車よ

り一歩前進したKI-4型カルダソ台華の試作を計画し､

既に設計完了目下製作中であるから近々の中にこの方画し

の御期待にそい得るものと考える｡

次ぎに箇々の台車に就き簡単に説明する｡

西日本鉄道づ､倉線(KBI)11A型)

第3`図に示すようなウイソグバネ式の路面 専用台専こ
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第33図

Fig.33.

ブリ ル型
｣ヽ

口l 車に応用 した カ ム

式吊リ ンク

Cam Type Swing Hanger Applied

to BrillType TruCk

第34図 吊 ワ ンク型台車に応用したカ

ム式吊リ ンク

Flg.34.Cam Type Swing Hanger Applied

to Hanger Type Truck

でカム式吊リンクを使っている｡この鞄ほ市間 車的な

性格を持っており従来非常に]辰動が激しくて問題になつ

ていたが､カム式吊りリンクの採用に依り著しく振動が

少くなって現在好評裡に 茎転されている｡

土 佐 電 鋳(KBD12A塑l)

であり昨年度長崎 軌に納入好 を得た

KBD12塾に8γ×8〝の台専制動筒を取付けたもので､

鉄板熔接構造でカム式吊リンクを有する｡第37図に森台

車の側面を示す｡

大 隈 市 電(KBD13型)

一体 鋼台専枠､全コイルバネ､オイルダソパ及びポ

面路の着装+カソア∴タス稚 軍用台車で､電動機を内

餅にしているのでホイールベースは一般のものより大き

改

造

後
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甘

左右

β
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上下

β
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♂
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第35図 カム式吊リンク装着前後の振動波形

Fig.35.Improvement of Performance on

Floor byCam Type Swing Hanger

第36図 西日本鉄道納KBD-11A型電動台車

Fig.36.Type KBD-11A Motor TruCk

く1,600である｡バネ剛性は従来ものと大差ないが､枕

バネをコイルバネとし柔らかく設計してある事と､オイ

ルダンパの作用で上下振動の特性は著しく改善され､又

左右振潮ほカム式吊リンクに依って良くなっているから

乗心地は従来のものに比し格段の差がある｡全体写真を

第38図に示す｡

高 松琴平電鉄

第3咽に京すような釣合梁式の台車で1台車当り150

HP 動機1台と14〝×12〝制動筒1箇を装着している｡

バネ系ほ従来のものと同じであるが､カム式吊リンクの

採戸酎こ依り左右振動は著しく改善され､90km/brの高

速に於ても左石摂動加速度は従来宰の50%程度にしか

過ぎず非常に快的な乗心地を与えている｡
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第37図

Fig.37.

土佐電鉄納KBD-12A電動台車

Type KBDr12A Motor Truck

第38図

Fig.38.

大阪市電う鮪KBD-13電動台車

Type KBD,･-･･-13Motor Truck

第39図 高松琴平電鉄納電動台車

Fig.39._Motor Tmck

台車動的試験機

Dynamic TrⅦek Tester

車禰の振動を改善し､その率量化を計ることば､辛禰

高速化の先決閉経である｡日立製作所ほ多年この方面の

研究を続け特にその防振台華ほ各方面の注目する所とな

っているが､更に今回笠戸工場に於て本邦にその を見

ない台車動的試験撰を完成し､試運転の結果予期の成

を納めたので､今後当工場で製作するあらゆる種類のポ

ギ⊥台車の試験を本試験機に依って行い､台車性能の改

第1表 車 要 目 表

第40図 台車動的試験機に依る

試験状ラ兄

Fig.40.TruCk Testing on Dynamic

Truck Tester

善､優秀なる台草の設計製作研究に一大威力を加えるこ

とになった｡

本試験磯は台季に対して下記の試験を行う｡

1.走行試験(軸受その他運動部分の試験検査)

2.去辰動試験(振動特性の測定)

3.動的強度試験(台車枠等の応力測定)

4･その他本機の特長を生かす試験

第40囲は本機に依る台車振動試験の状況を示す｡

(l〕仕様の概要

試験し得る台草……………‥.‖‥ボギー台車全般

軌 間………………….762-1,435mm

固定軸距………………‥1,100～2,600皿m

試 験 速 度‥. ‥‥ 4～1501くm/br

JL 皿 荷 重‥‥‥.‥‥‥‖‥‥.‥‥‥‥ 5～13t

駆 動 方 式…………….ワードレオナード方式

(2)特 長

本試験税に依る試験は､従来の硯軍に依る走行振動試

験等iこ比べて次のような特長を有する｡

Tablel.Specification of Trucks
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重複

車体
車端支持台

ll /l l

監
虚

l l

▼｢ 試験台車

＼＼｣__ 変速穐

＼

.¶･Th
∴ + ｣

ロ

旧
＼国定軸距調整ハンドノ㌍勤電動⊂固定軸距

第･11区†台車産功的試験機 Fig.41.Dynamic Tester

種別 試張碓況 相当実際舐況
振動加速度

試験條件 車ノ休止皿上振動波形
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第42図 台 車動的試験棟 に依 る 振動試験 の一例

F;g.42.An Example of Vibration TestonDynamicTruCkTester

1･結果の判定が直ちに行われるので改善研究に好都

合である｡

2･試験条件が既知であるので結果の解析が容易であ

り､比較試験にも都合が良い｡

3.走行中の台草枠の強度､バネの み､各部品の運

動等が容易に測定又ほ観察出来る｡

(3)構 造

本試験機は無限軌条を形成する車輪上に台軍を乗せ､

その上に一端を支持した草体を載せて茸輪に走行速度に

相当する回転を行わせて台茸の車輪を回転させその走行

特性を試験する装置であって､構造の概要を第4咽に示

し､振動実測例を第42図に示す｡細部は次の通りである｡

1･車輪は変速機を介して直流電動機で駆動され､ワ

ードレオナード速度制御を行うので､大巾な試験速
度の選択が任意白由に出来る｡

輪のリム部に軌条継目に相当する突起が取付け

られ､又 して偏心を与え得る構造

として､突起の高さ偏心量は自由に 択調節が出来

るので必要なる任意の礁制力を台草に与えることが

出来る｡

3.荷重は心皿荷重､垂心高さ､慣性能率が現頚と同

一となるように年休上に載せられ､頚体の支持端は
宰端の上下左石及びローリソグに対して自由なる構

造である｡

4.車輪は試験台草の軌間､固定軸距離に合わせて調

節固定される｡
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革輌用 電気品

Railway Equipment and Accessories

電気式デーゼル動葺制御装置(日本国有

最近燃料事情の好転と共に国鉄に於ても一時中止して

いた内燃動辛が支線区

しながらこれ等の内

運転用とし登場して来た｡

動専は何れも動力伝言重方式が

機械式であって連結運転して絵括制御を行うことが出来

ぬため近時の輸送量増加に応ずることが出来ず､

内燃動革の出現が広く要望されるに到った｡

この要望に答えて登場したのが我国戦後最初の

気

気式

ヂpゼル動亭(DieselElectricCoach)キハ44000

ぴキハ44100,44200形で前者は最大4禰､後者ほ最大

6鞠の絵括制御が出来るようになっている｡

使用機関は､150HP 水冷式直列8気筒ヂーゼル機関

で､主発電機は100kWl台､主 動機は45kW2台

を使用している｡制御装置は数箱に分けられて狭い草体

の床下に､ヂ←ゼル機関､主発電機等と共に吊下げられ

るものであるので特に小形､軽量でしかも振動に耐えら

れるように設計してある｡

制御方式ほ機器を簡単にするため所謂ダブス式が採用

されている｡即ちヂーゼル機関は一定の回転数で回転さ

せておき､これに直結されている主発電機はその負荷電

流に応じて端子電圧がほゞ逆比例して変化するような特

性を与えてあるので列車速度の広い範囲にわたって機関

の全馬力を有効に利用しつゝ平滑に起動出来るようにな

っている｡

ヂーゼル機関の始動､停止､速度変換及び列草の発畢､

停草､速度制御等ほ稔て最前部の運転士笠に放て連結草

却全部を総括制御出来るようになっている｡又ヂ←ゼル

機関の潤滑油圧力低下､主回路の接地等種々の事故に対

してはそれぞれ電気的の保安装置を有しており事故の拡

大を防止するようになっている｡

既に試運転も好成績のうちに終り､房総裸その他で使

用されている｡

HT45形主電動機(国鉄納)

本機はヂーゼル電気動専用主電動機で従来の電気車用

主電動機が直接革軸に支えられていたのとほ異り､台事

に乗付けられている｡減速歯車の歯数比が大きいため高

速である点と柏侠って重量は非常に客演された｡

本横の概略仕様は下記の通りである｡

定 格…..

出 力.

電 圧.

電 流.

‥･連
続

‥.451くW

‥ 300V

..167A

回 転 数………………‥1,650r.p.m.

第35巻 第1号

第43図

Fig.43.

150HP
J▼1 ′.･

l･･:. 式デーゼル動車

第一接編者旨箱

Thelst Contactor Box for150HP

DieselElectric Coach

第44図

Fig.44.

MT45形主電動機

MT45Traction Motor

第45図 5kW電動発電機

Fig.45.5kW Motor Generator

5kW電動発電機(大阪市交通局納)

本機は地下鉄電草に装備され照明､制御及び室内換気

力を供給する｡電動機ほ磁気的に不飽和の範囲で動

作し励磁機によって励磁される窪速度 動機であり､発

電機と励磁機は同一電機子による二重特性発

て､線 圧の変動及び負荷の変動に対し-一定

機であつ

圧を発生

する｡地下鉄に於ける高湿度及び魔境に対して十分の考

慮を払い､従来の全閉外販通風形を半開自己通風形とし

た｡これにより容量が11%増加したにも拘らず重量は

32%減少し非常に喜ばれている｡

本機の仕様ほ次の如くである｡

定 格

容 量

電 圧

電 流

回転数

連 続

6.5kW

l,350V

12.7A

発電機

連 続

5kW

lOOV

50A

励磁機

連 続

0.23kW

50V

4.7A

2,000r.p.m.2,000r.pm.2,000r.p･m･
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0.3kW換気用電動送風機(大阪市交通局納)

車内の強制通風は国内に於ては最初の試みであるが､

大阪市交通局の御協力により完成し所期の成果を挙げて

いる｡

主なる特長ほ下記の通りである｡

1.天井裏に】技付けられるため 源は100V の低圧

とし､火災等に対する危険を防止している｡

2.直流直巻 動機により駆動しているため風追及び

風の吸込口に於ける抵抗の変化に対し風量の変化少

く､従って電動機は過負荷となる心寵がない｡

3.何等特別の起動装置も制御装置も不要である｡

4.小形軽量とし､送風機の取付には防振ゴムを介入

させ､振動が他に及ばぬ構造となっている｡

本機の仕様は下記の通りである｡

横

形

段

風

風

送 風 機

種…………‥#11/2片吸込形多翼

式………………….00S-MH

数…….
‥‥.‥1

量.‥
･‥22m3/皿in

圧.

取:扱気体‥‥

回 転 数･

電

回 転

動 横

….28mmWG

….200C空気
‥ 2,050r.p.m.

種.‖…………………直流直巻

式‥‥.‥.‥=‥=‥‥=‥TCO-H

絡‥

量
…‥,.‥,連続

……………‥300W

圧‥

流‥

‥.‥.100V

……‥ 4.3A

数‥‥‥‥‥.
‥‥.2,050r.p.m.

l

ヨ

甜

!∵

主⊥ 由 ふ1
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第46図 0.3kW 電 動 送 風 横

Fig.46.0,3kW Motor-Driven Blower

30I【Wカルダン軸馬区動路面電重用主動電機

パスの長所と 車の大量輸送を兼ねた新型路面電車の

出現は夙に要望せられていた｡これに応えて製作された

のがカルダソ李鵬区動の

に使用され次の如き特

畢であって､本機はこの駆動用

を有している｡

1.小形､軽量である｡

2.狭い場所に納められるため刷子保持器ほ2箇所と

している｡従って点検及び刷子の取替ほ容易である｡

本機の概略仕様ほ次の如くである｡

HS番号‥‥...,....…..‥.HS512Ab

定 格..･

出 力･.‥

……一時間

…‥30kW

電 圧……………….･……300V

流.
.115A

回 転 数 2,000r.p.m.(最大4,000r･p･m･)

__巨!_

_鼠…･t ‥300kg

第47図 30kW(HSL512-Abl主 電 動 械 外 形 図

Fig･47･Outline Dimensionsof30kW(HS-512-Ab)Traction Motor
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(C)

日 立 評 論 第35巻 第1号

第48図 電気ブ レ ーキ オ ブ シ ロ グ ラ ム Fig.48.Oscillograms of Dynamic Brake
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第49図 電空併用 ブ レ ー キ オ ッ シ ロ グ ラ ム

Fig.49.Oscillograms of Combined Electric and Air Brake



昭和 27 年慶に於ける 日カ∵技術の成果

電空併用ブレーキの現壬試験

今回高校琴平 鉄へ納入した高速

験結果

303

軍用電空併用プレ

←キは､硯尊試験の結果次に示すように予期以上の好成

惹葺をおさめた｡今後､木方式は益々広く採用されるもの

と信ずる｡試験結果を要約すれば下記の如くである｡

1.供試尊要目

供 試 革‥‥..1001号革及び1002号軍､

2葡編成(密着連結)

但し10()1号さ巨は主

御装置､

1002号

勃発

間･

勅撰2台､制

電装置付

ほ主電動機2台､

械､電動空気圧縦機付

重.‥‥.1001号革

1(102号:車

重…‥･1編成に対L

動機……115l{W

1,435mm

34,880kg

33,780kg

12t

4台

動 輪 径=……=‥‥‥:……･860nm

歯 数 比……………………‥61:21

定格速度‥‥‥‥…‥‥…50･2/581くm/br

制御方式…………‥電動機操作カム軸式

ノ ッ チ数‖…………S-8P-8F⊥1B-16

電気ブレーキ方式.‥‥..･.‥‥,発 プレ←キ

空気プレ←キ方式…………‥電磁直通式

竃空併用ブレーキ方式….主幹制御器ハソドル

制御電源……‥3.5kWlOOV 勃発電機

(A)主幹制御器のハソドル1木で､力行 気プレー

キ操作及び空気ブレーキ操作が簡単に出来る｡特

に力行よりブレーキへの切換えはハンドルを反対

方向へ廻すだけであるから極めて便利である｡

(B)電気プレ←キの使用速度範囲は､80～10km/hr

で､限時限流継

､
､
■

器の採用及び予備励磁のため､

気7pレーキカの発生が早く､プレ←キ足巨離が短

かい｡

第48図(a),(b)及び(c)はそれぞれブレーキ初

速73.5,59.5,40km/brのときの電気プレ←キの

オッシログラムでそれぞれプレrキの足巨離は350,

250,150mで､平均減 度は1.5～2km/hrノ/sec,

又第49図(a),(b)及び(c)はそれぞれブレーキ初

速78,58.5,39l{m/brのときの 空併用時のオッ

シログラムで､7ぐレーキ距離はそれぞれ210,145,

80m平均減速度は4～5km/hr/SeC であった｡

(C〕空気プレ←キは電磁直通式であるからその作用

は極めて敏

(D)限時継ノ

確実である｡

器及び限流継 器の動作は正確で､各

′プチ間の突流は少なくブレーキ作用は極めて円

滑であった｡

(E)最高 圧は 962V であったが､主

流状態は全

動機の整

鹸を通じ ♯1,♯2 で極めて満足す

ベき状態であった｡

(F〕平坦線停年用及び勾配 用共に使用し得る,




